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2 梅花亭
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梅花亭
●長浜市大戌亥町1031-3　●TEL：0749-65-6450
●営業時間：11：30～22：00(L.O.21：30）※途中休みの場合あり
●定休日：月曜日、第一火曜日　●駐車場：あり
※ランチは平日（11：30～15：00）限定。内容は日によって異なる。なくなり次第終了。
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高島市勝野は、古い町並が残ります。

湖西でも人気の清酒「萩の露」の醸造元、福井弥平商店の蔵。旧高

島町の文化・特産品を展示・販売する「たかしまアイルランド交流

館びれっじ」などがあります。

“びれっじ”には「染色工房」「草木染・さおり織」「高島特産の硯や和

ろうそく・扇子」……など土産物もいろいろと展示・即売され、旅

人に人気のスポットです。

周辺は、信長の甥・信澄が築城した大溝城跡で城壁の一部が残り

ます。城の設計は明智光秀と伝えられています。

勝野かいわいは、水運の中継地であり、また北国への街道の拠点

でもあって、今も当時の面影が残ります。

●高島・勝野　ＪＲ湖西線「近江高島」下車すぐ。

絵と文・寺田みのる

高島・勝野

16

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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よ し は ら 　よ し は ら 　 た も つた も つ

株式会社ヨシハラ株式会社ヨシハラ
代表取締役社長代表取締役社長

家業とたもとを分かつ

Prof i le 72（昭和47）年、滋賀県生まれ。 89
（平成元）年、滋賀県立彦根西高等学校卒業。89（平
成元）年、株式会社京セラ入社。91（平成3）年、株
式会社ヨシハラ入社。99（平成11）年、有限会社ア
クアネットサービス設立。01（平成13）年、株式会
社サイバープラス設立。08（平成20）年2月、株式
会社ヨシハラ代表取締役社長就任。 吉原　保吉原　保 さんさん

株式会社ヨシハラ
代表取締役社長

吉原　保 さん
よ し は ら 　 た も つ

白く高い外壁と、黒い木組みの外

壁がペアになったオシャレな建物

の中に入ってみると、一見バーの

ようなカウンターが並んでいる。

この店、実はラーメン店。

長浜市郊外にある「梅花亭」は、オ

シャレなラーメン店として評判を

呼んでいる。

「『え！？』と驚いてもらえることが、

狙いなんです。普通では満足せず、

常に新しいことを求めています」と、

店主の菅井竜冶さんはニコニコ顔。

今回ご紹介するのは平日限定の

【セミコースランチ（1350円）】
・前菜盛り　・ラーメン　・ご飯
・デザート　・ジャスミンティー

スパイスの効いた彩り豊かな前菜

盛りは、重箱にサラダ、卵焼き、

焼き魚、牛たたきのにぎり、あえ

物、葛煮が詰められている。

野菜は、店主自身の畑や契約農家

で作られたものを

使用。ラーメンの

麺には小麦のふす

ま（※）が練り込ま

れており、香ばしくてヘルシー。

ご飯は、しらす、鶏ミンチ、大葉

などが混ぜられた「じゃこめし」で、

歯ごたえと香りが抜群。

デザートは、アンズジュレがたっ

ぷりの杏仁豆腐。つ

るりとした口ざわりが、

この店の優しい心遣

いに通じているよう

に感じた。

常に新しいことを求

めて進化をし続ける「梅花亭」。ラ

ンチは人気メニューなので、予約

をお勧めしたい。　　　（取材・高原）

※小麦ふすま
小麦の表皮部分のこと。「小麦粉」は小麦からふす
まと胚芽を取り除き、粉にしたもの。小麦の場合
は「ふすま」と言うが、米の場合は「ぬか」という。

２年間の会社員生活を経て家業のクリー

ニング業に入り、個人宅を回って注文を

取る外交で大きな成果を上げた。しかし、

社長の父親はいい顔をしない。当時、スー

パーなどに出店する「インショップ戦略」に

力を入れ、外交をやめようとしていたのだ。

インショップはコスト削減に効果はある。

しかし、「客を待ち、客に来させる」やり

方で、生活者の利便性を考えると、「客

が店まで出向かずに済む」方がいいと思

えた。経営の都合よりも客の都合を！ 

エンドユーザー（生活者）が喜んでくれて

こその企業だとの信念があった。

信念は新たなアイデアを生んだ。外交を

やめ、しばらくは工場と20店舗ほどの

営業所との間で洗濯物を運ぶ仕事に就い

ていた。外交なら中２日で客の手元に洗

濯物を戻せたのに、営業所経由だと中５

日ほどかかることに

気付いた。生活者に

喜んでもらうには、「即

日仕上げの店を作ろ

う！」と思いついた。

店舗に洗濯機器を設

置したユニットショッ

プを計画した。また

もや、父親に反対さ

れた。自分のやりたいことだけをやるワ

ンマンタイプの父を何とか説得し、近江

八幡市に即日仕上げの店「グッドドライ」

を開いた。23歳だった。

店のシステムが知れ渡り始めた２年目か

ら、華々しい成果が上がるようになった。

実績を基に、即日仕上げの店を増やそう

としたが、父親は許してくれなかった。

父親さえ説得できない自分にもどかしさ、

腹立たしさを感じていた。

27歳で思い切った手段に出た。「グッド

ドライをくれ」。父から店をもらい、法人

にして独立、営業面で父と商売敵になった。

翌年はＩＴ分野にも進出した。パソコン

を以前から好きだったことや、ウインド

ウズ95が出回ってパソコンが社会に浸

透したことから、ホームページ作成など

の業務を展開するようになった。生活者

の視点に立ち、レンタル掲示板を手がけ

た。99年、iモードが登場

すると、iモード用レンタ

ル掲示板も作り、大きな利

益を上げた。

01年、グッドドライを父

親に返し、ＩＴ専業になっ

た。再び家業から離れたが、

波乱に見舞われた。

すずり

おおみぞのぶずみ

店主の菅井さん
す が い た つ や

くず に

あんにんどう ふ


